system-table-last-logs
各テーブルに最も最近入力されたレコードを照会します。
コマンドプロパティ
	項目
	説明

	コマンドタイプ
	ドライバークエリ

	必要な権限
	なし

	ライセンス使用量
	集計しない

	並列実行
	非対応

	分散実行
	非対応


構文
system-table-last-logs [table=TABLE_PATTERN]
オプション
table=TABLE_PATTERN
照会するテーブルの一覧を指定します。複数のテーブルを指定する場合はカンマ（,）で区切ります。名前の先頭または末尾にワイルドカード（*）を使用できます。指定しない場合は、ユーザーに読み取り権限が付与されたすべてのテーブルを照会します。
出力フィールド
	フィールド
	タイプ
	説明

	table_name
	文字列
	テーブル名

	date
	タイムスタンプ
	テーブルに格納された最新レコードのタイムスタンプ

	data
	マップ
	テーブルに格納された最新レコード


エラーコード
パースエラー
該当なし
ランタイムエラー
該当なし
説明
system-table-last-logs コマンドは、各テーブルに最も最近入力されたレコードを照会します。テーブルにデータがないか、最新パーティションを照会できない場合、date と data フィールドは null を返します。
読み取り権限がないテーブルは照会対象から除外されます。管理者はすべてのテーブルを照会できます。
使用例
全テーブルの最新レコードを照会
system-table-last-logs
読み取り権限があるすべてのテーブルの最新レコードを照会します。
特定テーブルの最新レコードを照会
system-table-last-logs table=my_table
my_table テーブルに最も最近入力されたレコードを照会します。
データが古いテーブルを検出
system-table-last-logs
   | search isnotnull(date)
   | eval hours_ago = datediff(now(), date, "h")
   | search hours_ago > 24
   | sort -hours_ago
直近24時間以内にデータが受信されていないテーブルを照会します。
